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ホームページの日々の運用において、商品
のスペックや機能を紹介することは欠かせ
ません。しかし、それ以上に重要なのは、そ
の商品やサービスが、消費者の生活をどう
変え、どんな未来をもたらすかというベネ
フィット（利益）の提示です。 

その１： スペックではなく体験を届ける 
例えば、農産物直売所が「糖度が高いイ
チゴ」を紹介する場合、単に数値を伝える
だけでは不十分です。「そのイチゴを囲んだ
食卓で、子供たちが目を輝かせて甘いイチ
ゴを頬張る幸せな日曜日の朝」という具体
的なシーンを描いてみてください。

消費者はモノそのものではなく、その先にあ
る豊かな体験にお金を払います。ホームペー
ジを通じて自分事として捉えてもらうための
工夫が、いつまでも愛され続ける運用の本
質です。

その２：  共感からファン化へ  
商品がもたらすポジティブな未来を提示し
続けることは、単なる購入を超えた共感を
生みます。

日々の運用を通じて、日常の些細な豊か
さの瞬間を切り取って発信し続けましょう。

その積み重ねが、顧客をブランドの強いファ
ンへと変え、価格競争に巻き込まれない
長期的な信頼関係を築くための最も強力
な手段となります。

その３：毎日の投稿のヒント
投稿を単なる入荷報告で終わらせず、その
商品を手にしたお客様がどう喜んだか、あ
るいは店主がどんな想いで選んだかという
温度感を一行添えるだけで、情報の伝わ
り方は激変します。

例えばイチゴの紹介なら、糖度が高いだけ
でなく、「箱を開けた瞬間の香りで、家族
みんなが笑顔になった」という声を加えま
しょう。スペックにストーリーを掛け合わせるこ
とで、閲覧者は自分の幸せな未来を具体
的にイメージできるようになります。 

 ＜愛され続けるホームページの運用術＞  

ホームページは完成がゴールではありません。
そこから始まる運用こそが、貴社・貴店の
ファンを増やし、ビジネス成長の鍵となります。

多くの方が「新商品の機能」や「サービスの
価格（安さ）」を伝えようと腐心します。も
ちろんそれも大切ですが、今、消費者が真
に求めている情報は、その商品が自分の生
活をどう豊かにしてくれるかという物語（ス
トーリー）です。

＜  独自の選ばれる理由作り  ＞

機能や価格の比較だけでは、どうしても資
本力のある競合との消耗戦になりがちです。
しかし、「なぜこのサービスを作ったのか」とい
う背景や、「導入後に生活がどう改善され
たか」という物語は、他社が模倣できない
唯一無二の資産です。

ストーリーが介在することで、情報の伝達ス
ピードは劇的に上がり、閲覧者の記憶に深
く刻まれるようになります。
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ホームページの発信にストーリーを！

灯
台
下
暗
し
！ 

身
近
な
地
元
再
発
見 

今
月
の
ヒ
ト
コ
ト

ディーグラフ通信

思うことあって別府88湯巡りを始めました。
いくつかの温泉を巡るうちに、よく知ってる
と思っていた別府のことを意外と知らない
「灯台下暗し」を実感しました。これは仕
事の現場でも同じことが起こります。

例えば、不便だと思い込んでいたツールが
特定の作業では驚くほど手馴染が良かっ
たり、いつもは使わないAIを試したら今ま
でになかった表現の切り口を突きつけられ
たりなど。

なじみの深いものほど先入観を捨てて向
き合ってみると、見慣れたはずの風景の中
に新しい可能性が隠れていることに気付
けるのかもしれません。 

それはそうと温泉♨いいですよ！笑
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